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A. Catch (ton) per haul per boat-day' s work， B. BL : cm， 
C. KG~G\N/(BL) 3X  104， D. CF二 BW/ (BL) 3 x 103 
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Fig .38-1. Horizontal distribution of some biological characteristics， (A) Population 
density， (B) Boのlength，(C) Maturity， (D) Nutrition， in northward migration 
cluster of adult Japanese sardine， 14 May through 20 July 1961. 
A. Catch (ton) per haul per boat-day' s work， B. BL: cm‘ 

C. KG~GW/(BL) 3X  104， D. CF二 BW/(BL)3X  103 
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Fig.38・2.Horizontal distribution of some biological characteristics， 
(A) Population density， (B) Body length， (C) Maturity， (D) 
Nutrition， (E) Feeding rate， (F) Sex -ratio， in northward 
migration cluster of adult Japanese sardine， 20 April 
through 1 September 1973 

A. Catch (ton) per haul per boat-day's work， B. BL: cm 
3" " A4 C. KG二 GW/(BLt'xl0
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Fig. 38 -3. Horizontal distribution of some biological characteristics， 
(A) Population density， (B) Body length， (C) Maturity， (D) 
Nutrition， (E) Feeding rate， (F) Sex -ratio， in northward 
migration cluster of adult Japanese sardine， 11 May through 
20 August 1974 
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心漁場が広く分布している。主群の体長は15~17cmの

中羽 ニタリで，この外，東京湾口~九十九里海域の

ごく沿岸域に体長 5~12cmの小・中羽，ヒラゴが分布

している。肥満度は主群では高く (12~15)，小・中羽，

ヒラゴでは低い(9~11)o 成熟係数はいずれも低い。

このように，索餌北上群は未成魚・越冬群と同様に

常磐南部~九十九里海域に広く分布するが，その分布

密度は中央部の鹿島灘海域で高く，その南北の海域で

やや低くなっている。産卵後の大型魚(ll年魚以上)は

沖合寄りに分布し，越冬後のI年魚は沿岸寄りに分布

している。肥満度は南側の群で高く，北側lの群でやや

低く，肥満度の高い群から沖合域を北上する傾向を示

している。したがって，北海道太平洋側沖合に毎年 6

~10月に現われる成魚期群の肥満度は， きわめて高く

なっている。筆者は，常磐南部~九十九里海域の，い

わゆる黒潮系水寄りの混合水帯に生活していた成魚・

索餌北土群は，栄養状態が良くなるにつれ索館北 t凹
遊を開始し，それが最高水準に達すると道東j中の，い

わゆる親潮系本寄りの混合水帯に移動するものと推測

される。

越夏群は，索餌北土群が三陸~道東j中海域ヘ北上回

遊したあと，索自J}北上i司遊への移行が遅れた群て¥マ

イワシ太平洋系群の資源量水準が増大した1975~1977 

年漁期にそれぞれ顕著に出現している (Fig.39-1，2lo

1975年漁期の越夏群は， 1975年 8 月 25 日 ~9 月 27 日

に外房~金華山南側沖海域に広く分布していた。越夏

群の分布様式は 8 月下旬~9 月上旬に外房海域に集

合し，その後9月中，下旬に日を追って北上回遊し，

9月下旬には金華山南沖に達している。その来遊量水

準は外房j中で l 投網あたり 30~150トン，犬吠埼沖周辺

で20~200 トン，常磐南部j中で1~90 トンおよび常磐北

部~金華山南側?中海域で50~120 トンを示し，全域にわ

たり高水準だった。体長はすべて16~18叩の I 年魚で

ある。肥満度はきわめて高い(l3~15)。成:fM品数は図

示しなかったが，いずれも低い(Fig.39-1)， 

1976年漁期のそれは1976年 8 月 27 日 ~9 月 30日に前

年とほぼ同じ海域に出現している。その分布密度は外

房沖で 1 投網あたり 8~160 トン，犬吠i奇i中周辺海域で

2~150 トン，常磐~金華山南側i中海域で1O~165 トン

を示し，きわめて高い水準を示していた。体長は17~

18cmで，前年よりもやや大きめの I年魚であった。肥

満度は高いが (12~14)，前年よりもやや低目である

(Fig.39-2)。

このように，越夏群は索餌北上群が索餌北上回遊し

たあと，外房j中，あるいは犬l犬埼~常磐南部海域の沖
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合域の海底付近で越夏した群が初秋に在って高密度で，

かっ急速に北上回遊する群である。体長は17~18cm に

成長した I年魚からなり，肥満度も索餌北上群の末期

の群と問様に高いが，摂餌活動が不活発である点が，

持徴的である。

b 索餌南下群

索餌雨下群は豊j魚時代の1961~ 1963年および1973~

1977年漁期にそれぞれ特徴的に出現している(たとえ

ば， Fig.40-1~3)0 

1961年漁期の索餌南下群は， 1961年11月38 ~1962 

年2月11日に主として金華山南東沖~犬吠埼沖周辺海

域に出現している。その来遊量水準は金華山南側~常

磐沖で 1 投網あたり 1~95 トン，鹿島灘~犬吠埼沖周辺

海域でo~40 トンを示し，とくに金華山南側~塩屋埼
沖には30~70 トンの主漁場が広い海域に形成されてい

る。主群は体長19~21cmの大羽イワシであり，鹿島灘

~九十九里沿岸域には小・中羽イワシが分布している二

肥満度は 9~12で，前群の索餌北上群よりも低い。成

熟係数は全般的に低いが，分布の南側の常磐j中と九十

九!里沖には一部熟度が高くなりつつある群が存在して

いる (KG2~3) (Fig.40-1)。

1973年漁期iの索餌南下群は， 1973年10月 3 日 ~1974

年 1月9日に前例よりも南偏して常磐~犬吠埼沖周辺

海域に出現した。分布密度は l投網あたり 100トンを担

えるi布、場が常磐南部沖合に形成され， 50~ 100トンの;如、

場は鹿島灘~犬吠埼南東沖海域に広く形成されているc

索餌南下群の分布は前群(索餌北上群)よりもさらに沖

合域に広がり，分布密度は沿岸域で低く，沖合域で高

い。また，南側の九十九里~外房沖にはいまだ来遊し

ていない。分布の中心域には体長18~20cmの大羽・ニ

タリが来遊し，南北の沿岸域に体長11~ 16cmの小・中

羽イワシが分布している(北側の小・中羽イワシは未

成魚・南下群，南側の中羽イワシは未成魚・北上群と

考えられるL 肥満度は全般的に10~13で前群よりも低

い。胃内容重量比は 1~4 で，前群同機低い。成熟係

数はいずれも低く，性比は鹿島灘~犬吠埼南東j中海域

に雌雄差の大きい群が分布しているが，他海域の群で

は雌雄差は認められない(Fig.40-2)o1973年 7~11月に

はマイゥシが三陸~道東沖海域に広く分布し，この群

が索餌南下回遊して， Fig.40-2に示したように常磐~

犬吠埼沖周辺海域に現われたものと考えられる(Fig. 

26参照) (平木 1974)0

1974年漁期の索餌南下群は， 1974年 9 月 22 日 ~12月

26日に前年と向ビ海域に出現した。その来遊量水準は

常磐~犬吠埼沖海域で1投網あたり 20~240 トンを示L ，
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Fig，39'1， HorizontaI distribution of some biologicaI characteristics， 
(A) Population density， (B) Body length， (C) Nutrition， in 
summering cluster of adult Japanese sardine， 25 August 
through 27 September 1975 
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Fig. 39.2. Horizontal distribution of some biological characteristics， 
(A) Population density， (B) Body length， (C) Nutrition， in 
summering cluster o( adult Japanese sardine， 27 August 
through 30 September 1976 

A. Catch (ton) per haul per boat-day's work， B. BL: cm， 
3 ，~， ̂ 3 C. CF二 BW/(BL)"Xl0



90 

揖 自

。

u 

国

‘z 

Fig .40-1. Horizontal d】s，!ritution?f ~~，，!，e _ ¥>iological .characteristics， (A) Population 
de町r悶 i比ty，(B) Body le叩n培g引凶th，(C) 如lVIatu町l
ffil培grationcluster of a町¥d出lu山I
Febr可'uary1962. 
A. Catch (ton) per haul per boat ぬy's work， B. BL: cm. 
C. KG~GvV / (BL) 3 x 104， D. CF~BW / (BL) 3 x 103 

写



91 

N 

38
0 

B
 守，唱。

B
 

E
3
 。。

F184021 HorMontal distnbution of some blological characterIstles， 

(A)PoPulatIon density，(B)Body length，(C)WlaturIty，(D) 

N;;trit;~;'- (E) Feeding' rate， (F) Sex ratio， in southward 

migration cluster of adult Japanese sardine， 3 October 

1973 through 9 January 1974， 

A. Catch (ton) per haul per boat-day's work， B. BL: cm， 

3" " 
A4 

C. KG二 GW/(BL)"'xl0



92 

D. E. 

Fig. 40.2. Continued. 
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Fig. 40 -3. Horizontal distribution of some biological characteristics， 
(A) Population density， (B) Body length， (C) Maturity， (D) 
Nutrition， (E) Feeding rate， (F) Sex ratio， in southward 
migration cluster of adult Japanese sardine， 22 September 
through 26 December 1974 

A. Catch (ton) per haul per boat-day's work， B. BL: cm， 
3" ， A4 C. KG二 GW/(BL)"Xl0



94 

E. 

N 

E 1400 
1400 1400 1410 

Fig.40 -3. Continued. 

D. CF~BW/(BL)3X103， E. SCW/BWX10
3
， 

F ♀〆(♀十古)x 10 



50~100 トンの主jE結晶は全域にわたり形成されている。

分布の中心域には体長20~21cmの大羽イワシ(1972年

級のH年魚群)が来遊し，常磐南部~九十九黒海域には

体長11~ 14cmの小・中羽イワシ(未成魚・南 F群)が来

遊している。肥満度は大羽群では13~15 を示し，小，中羽

群では 9~12を示している。とくに，前者の肥満度は

I年魚が主群であった前年周期よりも高い状態にあっ

た (Fig ， 14参照)。胃内容重量比は大羽群では 0~3で前

年同期と同様に低く，一方，小・中羽群では 1~15 を

示し，とくに鹿島灘南部沿岸域に出現した群で高い。

成熟係数は 0~2 を示 L ，総じて未熟であるが，南側

の鹿島灘に来遊した群でやや高くなっている。性比は

30~70%で，海域による差はみられない(Fig・40-3)。

このように，索餌南 F群は主として金華山南~犬吠

埼沖周辺海域に広く来遊し，とくに北側の金華山南~

常磐j中の沖合域に濃子宮に分布し，同海域[こ1~2か月間も

停滞する(林 1965，近藤 1964)，体長は17~19cmのI年

魚，あるいは20~21cmの H 年魚、が主体で， m年魚、以上

の群が出現することは稀である。肥満度は前群(索餌

北上群，越夏群)よりも低いが， 11年魚以 kの高令魚群

が主体となる年には，見掛け上は低くならない(たと

えば， 1974年治、期L摂餌活動は越夏群よりも活発にな

り，ほぽ索自I(北上群並に同復するが，次の産卵準備群

よりも低い。

c 産卵準備群

成魚は成熟が進み始めると，急速に南下移動し，分

布域は常磐南部~九十九里iryl海域に形成される(産卵

準備群) (林 1965)，

1962年漁期の産卵準備群は1962年 2月21tI ~28日に

鹿島概~九十九里j中の沖合域に来遊し， この分布密度

は1投網あたり o~16 トンを示し，三官官I1南下群よりも

急激に低下している。来遊魚の体長は20cmの大羽イワ

シで，南側の九十九里j中には体長14~15cmの中羽イワ

シが分布している。肥満度は12で前群とほとんとヨ変わ

りがない。成熟係数は 1~6 で，一部の群はすでに産

卵に加わっている (Fiι41-1)，

1974年漁期の産卵準備群は1974年 1 月 10 日 ~2 月 15

日に塩屋埼周辺~九卜九里沖海域に来遊した。その来

遊最水準は 1 投7網あたり 0~200 トンで，漁場の中心の

鹿島灘~犬吠埼沖周辺海域では20~90 トンを示してい

る。分布J或は全体的に索餌南下群よりも沿岸寄りで，

中心域が南側へ移動している。体長18~19αnの大羽・

ニタリイワシは常磐南部沖合域から鹿島i難~九卜九里

沖の沖合側に分布し，体長13~15cmの中羽イワシは常

磐南部沿岸域，犬吠l奇沖と九十九里沿岸域にそれぞれ
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分布している。肥満度は1O~12で，索餌南下群よりも

やや低くなっている。性比は50%内外で安定しでわり，

成熟係数は}I恒次高くなっている (KGO~3)。とくに，

成熟の進んだ群は順次産卵回遊へ移行し，体長の小さ

い未成魚(越冬群)が順次北側から加入してくるように

なる(Fig，41-2)o

1975年漁期の産卵準備群は， 1974年12月 27 日 ~1975

年2月28日に鹿島灘~外房沖海域に来遊し，その来遊

量水準は 1 投網あたり 7~100 トンを示し，前群(索餌

南 F群)よりもかなり低下している。分布域は前年と

同様に前群よりも沿岸寄りで，中心域が南側へ移動し

ている。産卵準備群の体長は20~21cmの大羽イワシで，

この外，全域に体長12~14cmの中羽イワシ(越冬群)が

卓越して出現している。肥満度は大羽群で12~13，中

羽11宇で 9~11で，いずれも前群よりも低くなっている。

胃内容重量比は大羽群で 1~ 2 ，中羽群で 1~9 を示

し，ほぼ前年並みである o h文書川嘉数は順次高くなり(K

G 0 ~ 3)，成熟の進んだ群は犬伏埼沖と外房沖に現

われている。性比は雌の出現割合が30~50%でほぼ安

定している(Fig， 41-3)， 

このように，産卵準備群は主として鹿島灘~九十九

里沖海域のやや沿岸寄りに分布し，その集合密度は前

群(索餌南下群)よりも低くなっている。また，この回

遊群は ~íî群よりも南 F移動が活発になり，集合域も不

安定になる。体長は18~21cmの 11 ，血年魚(?イワシ

の年令は暦年の 1月1円を基準に数えるので，この時

期には前群の年令に l才プラスして数える)が主群で，

とくに E年魚主体の年に卓越して出現している(たと

えば， Fi g .41-2)0肥満度は前群よりも低くなるが，摂

餌活動は逆に活発になっている。産卵準備群の集合域

は，未成魚・越冬群のそれと重なる場合が多い(Fig 

41-3)， 

d. jlif卵群

産卵群は分布宿度が著しく低くなり，分布域は鹿島

l難~外房沖海域に限られるようになる (Fig ， 41-1~3)。

1962if漁期の産卵群は1962年3fil 日 ~5H11 日に

鹿島灘~九|九里沖海域のやや沖合寄りに出現してい

る。分布密度は 1投網あたり o~22 トンで，鹿島灘に
22トンの高需度分布域があったほかは，総ピて低い

(10 トン以 I~)，主群の体長は20~22cmの大羽イワシで

ある。肥満度は11~12で，産卵準備群よりもさらに低

くなっている。成熟係数はさらに高くなっている (K

G 4 ~ 8) (Fig.42-1)。

19741[';.魚邦jの産卵群は1974年 2 月 16 日 ~5 月 12 日に

鹿島灘~九十九里沖海域に出現し，その来遊垂水準は
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Fig. 41-1. Horizontal distribution of ~~~e _ ~iological ，~~ar_~cteristics， (A) Population 
density， (B) Body length， (c)肘'Iaturity，(D) Nutrition， in pre-spawning 
cluster of adult Japanese sardine， 21-28 February 1962. 
A. Catch (ton) per haul per boat::day_' s work， B. BL: cm， 
C. KG~GW/(BL) 3X 104， D. CF~BW/(BL) 3X 103 
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Fig. 41-2. Horizontal distribution of some biological characteristics， 
(A) Population density， (B) Body length， (C) Maturity， (D) 
Nutrition， (E) Feeding rate， (F) Sex ratio， in pre-spawning 
cluster of adult Japanese sardine， 10 January through 15 
February 1974 

A. Catch (ton) per haul per boat-day's work， B. BL: cm， 
3'dA4 C. KG~GW/(BL)'_'Xl0 
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Fig. 41 -2. Continued. 
D. CF~BW/(BL)3Xl03， E. SCW/BWxl0

3
， 

F.♀/(♀+合)Xl0



Fig.41-3 

@:~rg山.d 川

Horizontal distribution of some biological characteristics， 
(A) Population density， (B) Body length， (C) Maturity， (D) 
Nutrition， (E) Feeding rate， (F) Sex ratio， in pre市 spawnmg
cluster of adult Japanese sardine， 27 December、 1974
through 28 February 1975 

A. Catch (ton) per haul per boat-day's work， B. BL: cm， 
3" ~ A4 C. KG~GW /(BL)"'x 10 
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低く 1投網あたり 0-60トンを示している。体長18

-20cmの大羽・ニタリイワシが主群で，成熟係数は著

しく高くなる (KG3-15)o肥満度は10-13を示し，南

側で低<.北側で高い傾向がある。南側の肥満度の低

い群は胃内容重量比が高くなり，順次索餌期へ移行す

る形態を示している。性上七は他の回遊群よりも際立つ

て群ごとに異なり，雌の出現割合は30-80%に台よぷ

(Fi g .42-2)0 

1975年漁期の産卵群は1975年3月18-5月B日に

犬吠埼j中周辺~外房海域に来遊し，その来遊量水準は

低く，未成魚・越冬群に若干量混って出現している程

度である。産卵群は体長18-21cmの大羽・ニタリイワ

シで，この外，体長13-15cmの中羽イワシが向ビ海域

に重なって出現している。肥満度は11-12で産卵準備

群よりもさらに低くなり，成魚期群でもっとも低い状

態を示している。胃内容重量比は大13・ニタリ群でO
-5を示し，前群(産卵準備群)よりも高くなっているに

また，中羽群のそれは 0-8を示している。成熟係数

は著しく高くなっている (KG5-8)。性比は前年と

同様に群ごとに異なり，雌の出現割合は30-80%にお

よんでいる (Fig.42-3)0

このように，産卵群は南側に偏在して分布し，分布

密度は極端に低くなっている。体長は18-22cmの多年

令魚構成になっている。肥満度は産卵準備群よりもさ

らに低くなり，成魚期群のなかで最低を示す。一方，

摂餌活動は成魚期群中もっとも活発になり，順次索餌

群へ移行していく (Fig.38-3参照)。また，産卵群は雌雄

が相対的に別々の群をつくり，性比は他の成魚期群よ

りも群ごとに異なっている。

6-3.要約

マイワシ太平洋系群の発育段階・生活年周期ごとの

集合様式を検討し.Jxのような知見を得た。

1 )マイワシ太平洋系群の未成魚・成魚の同遊群区

分について，従来は未成魚・北上群，南下群，越冬群，

成魚・越冬後，あるいは産卵後索餌北上群，索餌南 F

群，産卵準備群および産卵群の 7つの回遊群に区分さ

れていたが，本研究の考察から，成魚、・越夏群の設定

をした。

2 )房総海域におけるマイワシ卵の出現条件は水温

14.7-20.3
0
C.現分量34.1-34.7為でとカタクチイワ

シ卵やマサパ卵と比較して，もっとも狭温・狭塩性を

示す。マイワシ仔魚(7シラス)は黒潮系水の影響する

混合域，主に沿岸域に)1;く分布し，その分布は Cope

poda naupl i usの分布域と一致している。

3) マイワシの再生産機構を捉える手段として，産
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卵親魚群の質と量，産卵場付近の環境条件，稚仔生息、

場としての常磐沖~鹿島灘および東北区海域の水塊配

置，シラス期の沿岸漁場における出現量，黒潮内側域

にむける Copepodanaupl i usとCopepoditeの分布量な

どd総合的，組織的に誠査する必要性を強調した。と

くに，マシラス (1子魚後期).カエリ(稚魚期)と餌生物

の種間関係が，資源量変動機構の主要な側面であるこ

とを明らかにした。

4 )未成魚・北上群の主漁場が仙台湾~常磐海域や

東京湾，あるいは鹿島灘~房総海域に分布する 2つの

分布型の存在が確められた。前者は発育が遅<.栄養

状態もやや不良である。一方，後者は発育が早く，栄

養状態もきわめて良好で、ある。全体的な傾向として，

成長の良い群は南側の鹿島i難~房総海域に，成長の惑

い群は北側の常磐j中~仙台湾に分布し，また，発育の

早い群は南側に，発育の遅い群は北倶sに分布している。

なわ，南側IJに集合した群は北へはほとんど移動しない。

5 )未成魚・南下群は主として三陸南部~常磐沖海

域のやや沖合域に分布し，成長(体長)は北上群よりも

惑い。また，北 k群と同機に成長の良い群は南側に，

一方，成長の悪い群は北側の海域に分布している。肥

満度は北上群よりも幾分低くなっている。

6 )未成魚・越冬群は南下群よりも移動傾向が弱く，

常磐南部~九十九里沖に広く，長期間停滞して現われ

る。分布密度は著しく高い。成長は南下群と同様に北

側で悪<.南側で良い傾向が認められる。肥満度は著

しく低い。摂餌活動は活発で、ある。

7 )成魚・索餌北上群は九十九里~常磐南部沖海域

に広く分布し，その分布密度は中央部の鹿島灘で高く，

その南北の海域でやや低い。産卵後の大型魚 (11年魚

以上)は沖合寄りに，越冬後の I年魚はiG岸寄りに分布

している。肥満度はきわめて高<.海域別には南側の

群で高く，北側の群でやや低い傾向がある。したがっ

て，肥満度の高い群から順次沖合域を北上するものと

推定される。摂餌活動は活発である。

8)成魚・越夏群は索餌北上回遊への移行が遅れた

群で，資源量水準が高くなった1975-1977年に顕著に

出現している。この回遊群は外房沖，あるいは犬吠埼

i中~常磐南部海域の沖合域の海底付近で越夏した群で，

初秋になって高密度で急速に北上回遊する。体長は17

-18cmに成長した I年魚である。肥満度は索餌北上群

と同様にきわめて高いが，摂餌活動は著しく不活発に

なる。

9)成魚・索餌南下群は金事山南~犬吠埼j中海域の

広い範囲に来遊し，北側の金華山南~常磐沖の沖合域
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Fig. 42 '3. Horizontal distribution of some biological characteristics， 
(A) Population density， (B) Body Iength， (C) Maturity， (D) 
Nutrition， (E) Feeding rate， (F) Sex ratio， in spawning 
cluster of adult Japanese sardine， 1 March through 8 May 
1975 

A. Catch (ton) per hauI per boat-day's work， B， BL: cm， 
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に濃密に分布し，同海域で 1~2 か月間停滞する。体

長17~20cmのJ， 11年魚が主群で， m年魚以上の群が

出現するごとは稀である。肥満度は越夏群よりもやや

低いが，摂餌活動は活発になる。

10)成魚・産卵準備群は主として鹿島灘~九十九里

沖海域のやや沿岸寄りに分布し，その集合密度は索餌

雨下群よりも急激に低くなる。この回遊群は南下移動

が活発で、，集合域は不安定になる。主群は体長18~21

叩の 11，田年魚で，肥満度は索餌南下群よりも低くな

るが，摂餌活動はさらに活発になる。

11)産卵群は分布の南側に偏在し，分布密度はきわ

めて低くなる。この回遊群は体長18~22cmの多年令群

構成となっている。肥満度は産卵準備群よりもさらに

低く在り，成魚期君子で最低となる。 一方，摂餌活動

は成魚期群でもっとも活発で、'順次索餌群へ移行する。

雌雄が別々の群をつくるため，性比は他の成魚期群よ

りも群ごとに異なっている。

7 .生活諸条件

生物の生活を研究する場合，その基本は生物の生活

時間，すなわち，発育段階・生活年周期による対象の

質的区分であり，等質な集団の生活諸条件を解明して，

進化の歴史過程で環境との適応のもとで築かれた「生

活の本質」をみつけだしていくことである(4-11頁参照)。

筆者は前章までに述べてきた研究成果に基づき，マ

イワシの発育に伴う集合様式と環境との関係，他魚種

との関係，生活の拠点を検討し，次に述べる結果を得

た。

7-1 海洋条件

マイワシ漁況に関する環境論，漁況論の代表的な研

究として，丸川1(1931)，中井(1939)，酒向(1939b，c， 

d )，宇田・岡本(1940)および児島(1954) などがあげ

られる。それらは，いずれも水視値の高低，適水温，

あるいは海流勢力の消長とマイワシ一般の漁況との関

連性が検討されており，生物(マイワシ)の「質J，すな

わち，発育段階・生活年周期が考慮されていない点に

特徴がある。

筆者は，マイワシの発育段階・生活年周期を区別し，

日定の質を備えた具体的な「魚群J (主体)がその生活

条件としての海洋条件とどのように関連しているか，

すなわち，マイワシの生活条件は，発育段階・生活年

周期の遠いによってどのように変化するか，あるいは

選択されているかを明らかにしようとするものである。

水温は魚群を探索する場合の重要な指針となる。 i魚
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業者はどの季節に，どのような水温になると，どんな

魚が来遊するかを経験から知っている。この場合，水

温値そのものが重要なのではなく，そのような水温値

に代表される水帯・水塊泌の季節的な消長に伴う、水温

値の変化が重要なのである。

マイワシは黒潮・親潮そのものの中には生息せず，

沿岸水帯とその黒潮・親潮との混合域，沖合域では黒

潮と親i朝の混合域に生活している。そして，その生活

条件は発育段階ごとに変化している。，

成魚・産卵群はもっとも黒潮に近い混合域に現われ，

したがって，卵の分布も黒潮強流帯の内側域に出現し

ている (Fig.27)0成魚・索餌北上群は黒潮系水の影響

する表面水温15~22'C の沿岸域を北上回遊し(Fig.43) ，

成魚，*餌南下群は表面水温14~15'C の混合水帯を南

下回遊する(Fig.44)0そして，産卵準備群は表面水温14

~l7'C の水帯沿いに黒潮強流帯との混合域へ産卵回遊

する(Fig.45)(近藤・堀・平本 1976)0

また，末成魚は索餌南下から越冬期に集群性が強く

なり，表面水温9~11'C の沿岸域を南下回遊して，表

面水温14，15'Cの海域で越冬する (Fig.46)(堀 1976，

近藤 1973)0一般に，成魚は末成魚よりも高い水温帯に

反応して，分布・移動する(千葉県水試 1978)0

マイワシの分布・移動と海洋条件との関係はマイワ

シの食性にも端的に表われており，餌を求める生活へ

の努力の結果，もたらされている。 5-1項，ならびに，

6-2項に述べたように，マイワシは餌生物の分布する海

洋条件を諸感覚器官を通じて感知して反応し，その海

域へ能動的に索餌回遊・産卵回遊していく結果，形づ

くられたものである。

すなわち， 4-2項台よび6-1-2項に述べたように餌を

求める生活への努力(個体維持)と，子孫を残すための

再生産への努力(種』鯨住持)がマイワシの回遊(移動)を

促す原因であり，生物が生存するための必然的な姿で

ある(渋谷 1960)0したがって，産卵群がもっとも黒潮

強流帯に近い混合域まで産卵回遊していくことによっ

て，卵からふ化した仔魚は鍔を摂り始める時期にCope

poda naupl i usが多く分布する海域へ到達することを可

能にしている。このことは，卵期の回遊(i事流)を基に

した環境への適応の結果である。

7-2 他魚種との関係

「種」が異なるということは， 4-1項や4-2項に述べた

生物的諸関係が異なり，その種をとりまく生活諸条件

※沿岸水帯，黒潮系水，親潮系水およびそれらに由来

する等質な水塊をさす。
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1 st shoal 2nd shoal 3吋 shoal
May 4 - June 10 June 11 - 24 June 25 - July 27 

Fig. 43. Distribution of three seasonally different shoals in northward 
migration cluster of adult Japanese sardine with the surface 
sea temperature， 4 May through 27 July 1976 

⑧:  Main concentration area of the J apanese sardine 



E 140 

2 nd shoal 
Novemb目、 22

December 8 

3吋 shoal

December 
9 - 27 

Fig.44. Distribution of three seasonally different shoals in southward 
migration c1usters of immature and adult Japanese sardine 
with the surface sea temperature， 7 October through 27 
December 1975. 

@l : Main concentration area of adult Japanese sardine 

0 ・Mainconcentration area of immature Japanese sardine 

109 



110 

J‘ 
1 st shoal 

December 18~January 27 

-内
a

n
u
 

E
n
H
 

F
S
 

M
山内

J1 st shoal 
January 26ー

February 18 
も

141。E 140。 141 " 

n

「

.

1

E

 4tKvd 

，?A

冒
n
M

l

}

l

r

 

m
M
r
・、
O

L

V

叫

1
A

ム

山

町

山

仙

回

閉

山

t
r
s
h
h
 

t
s
a
r
L一

色

g
u
s
e
7
 

c
a
u
〉
4

d
c
間
お

1
2

1
g
引

r
'
h

m
n
n
u
e
g
 

n
u
-
B
i

通
A
C
C
れ

A
n
u

-
-
-
z
I
》

t

n

F

1

1

 

u
u
n
E
e
剖

宜

均
四

J
出

r
出

廿
剖
-
比

h
駅

6

1

s
e
u
t
E
7
7
 

i
r
d
・-剖
9

9

D
p
a
w
t
1
1
 

F
内
J
W

8
U守• 6

b
 

R
 

Fig. 46 .Distribution of two seasonally different shoals in 
wintering cluster of immature and spawning cluster 
of adult Japanese sardine with the surface sea 
temperature， 26 January through 8 April 1976. 

⑬ Main conc叫 rationarea of adult Japanese 
. sardine 

⑧ Main c…同tionarea 
. of adul t J apanese sardine 

Main concentration area 
0: of i~mature J叩 anese

sardine 

. Main concentration area of immature 

. J apanese sardine 
。

N 

38" 



が異なることを意味する。すなわち r生物と生物J，r生

物と環境」の統一様式の遠いが，それぞれの種の形態

的・生態的差異を生みだすj原をつくっている(近藤

1974)0魚種聞の種間関係の性格は非常に多様であり，捕

食の関係，寄生関係，片利共生関係，似た食物を基礎

とする競合関係などの諸関係がある (ニゴJレスキー

1964)0ここでは主として似たような食物の摂取を基礎と

する競合関係にあると考えられるマイワシ，カタクチ

イワシ，マサパの種間関係を解明することを試みた。

常磐~房総海域で操業するまき網漁業はこの海域で

マイワシをはビめ，マサノミ，カタクチイワシを多獲し

ている。これら 3魚種はーベつして分るような形態的

相違があり，問じようにその生活環境にも次に示す相

違がある。また 3魚種の生活環境の特徴は発育段階

を区別した上で「生物と環境の関係」を明らかにしたも

のであり，発育段階を不明にしたままでは，その「棲

み分け」の実体は分らない。

マイワシ卵がマサパやカタクチイワシのそれよりも

限られた海洋条件下に分布するごとは， 6-2-1 a J頁でま主

べたとおりである。さらに，マイワシ仔魚は前記の他

魚種よりも適応し得る環境が狭くなり始める(千葉水試

1978，近藤 1974)0

冬，春季に常磐~房総海域で操業するまき網漁、業に

とって重要な対象資源は，マイワシ，マサノ'{，カタク

チイワシである。 1966-1970年(昭和41-45年)には，

この海域ではカタクチイワシが沿岸域一帯に広く漁場

を形成し，ごのカタクチイワシ成魚群(産卵前の生殖

腺が未熟な時期のもので，春~夏季には産卵群と在る

ので産卵予備群と呼ぶ)が12月上旬頃から現われ始め，

産卵回遊して漁場を離れたあとに，マサパ末成魚群(越

冬群)が来遊した。 1972年(昭和47年)以降では，マイワ

シが激増するのと対照的にカタクチイワシ成魚群は冬

一春季に当海域へ来遊しなくなった。このような魚種

交代現象は，マイワシが増えたために他の 2魚種を駆

逐したのではなく 3魚種がそれぞれ高い資源量水準

で来遊するような生活環境(海洋条件)が当海域に形成

されなかったためであり(近藤・堀・平本 1976)， これ

ら3魚種は形態が異なるようにその生活条件も異なっ

ており，それぞれ発育段階の異なる 3魚種の時空間的

分布はほとんどの場合重複しないため，見掛けの上で

魚種交代があったような現象にみえるためである。

カタクチイワシ産卵予備群は黒潮系水寄りの沿岸水

帯に生活し，その主漁場は当海域では表面水温12-17

℃の水帯に形成される (Figs.47， 48)(堀 1975，KONDO 

1974)0その産卵回遊は沿岸域に親潮接岸分校の影響が
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現われ始めると急速に始まり，表面水混10
0

C以下の水

帯が覆う海域からは完全に姿を消す(Figs.47-A， 48)0 

カタクチイワシの産卵回遊は，海況が秋型から冬型へ

移行する過程と一致している。したがって，親潮接岸

分校の影響が弱い年には，カタクチイワシの漁場は常

磐沖~鹿島灘海域に広く形成され，漁期は長く，産卵

回遊は遅い(Fig.47-B)。一方，親i朝接岸分校の影響が

強い年には，その漁場は鹿島灘南部~九十九里海域へ

南偏して形成され，¥漁期は短かし産卵回遊は早い(Fig.

47-A)。したがって，前者ではマサパ末成魚・越冬群と

の魚種交代は暦日の上では遅<，後者てかは早い(Fig.47

A， B) (近藤・堀・平本 1976)，

マイワシは沿岸水帯から黒潮との混合水帯へ，また，

黒潮と親i朝との混合水帯の幾分親潮系水寄りの水帯に

生息している。 1974-75年漁期のマイワシ末成魚・越冬

群の漁場は，表面水温14，15
0
Cを中心とした10-17

0
C

の水帯に形成される (Figs.48， 49)0一方，同漁期のカ

タクチイワシ産卵予備群は，マイワシ末成魚群(越冬

群)よりも，さらに暖水に反応して産卵回遊し，前述の

ように漁場は表面水温12-17
0
Cの水帯に覆われた鹿島

灘南部~外房海域に形成され，さらに，産卵回遊が始

まった 2月上旬以降の分布域は九十九里海域以西に限

られている(Fig.48)0 

マサパ未成魚群(越冬群)はマイワシ末成魚群よりも I

さらに親潮系水寄りの沖合域に分布し，漁場は表面水

温 8-150Cの海域に形成される (Fig.49)(堀 1975)0

したがって，親潮接岸分校の雨下が強勢だった1974年

(昭和49年)春季には，<イワシ成魚・産卵群の生活条件

は犬吠埼j中~九十九里海域に形成され，常磐南部~鹿

島灘海域にはマサパ末成魚群の生活条件が形成された

が，カタクチイワシ成魚群の生活条件はまったく存在

しなかったことが明らかである (Fig.49-B)(堀1975)0

7-3 生活の拠点

前項までに，マイワシが発育にともなって能動的に

環境を選択し，適応している姿を明らかにしてきた。

たとえば，マイワシ成魚・索餌南下群は金華山南沖~

常磐海域の水深70-200m海区に主に集合し，その分布の

南限は犬日大埼沖以北に限られており，産卵準備への質

的変化をともなわない限り，犬吠埼J中以南の海域へほ

とんど南下回遊しないし (6-2-3b，c J頁参照)，末成魚・

北 t群は房総i中~仙台湾の沿岸域に分布するが，一定

の栄養状態に逮するとそこよりも北と回遊しない (6-2

-2a項参照Lしかも，マイワシの集合域は発育段階・

生活年周期ご、とにそれぞれ安定している。筆者は，こ

の集合場所の安定性の lつの根拠として，大陸棚の形
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Fig. 47. Comparison of migratory movements and distribution pattern 
between pre-spawning cluster of adult Japanese anchovy and 
wintering cluster of immature Japanese common mackerel along 
with the surface sea temperature， 1967-68 and 1968-69 
(after TOKAI RES. FISH. LAB.， 1970) 
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Fig . 50. Characteristics in the forms of geographical aggregation in each 
migration cluster of the Japanese sardine in J百banand B百S百 reglOns
1973-1976. 
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Table 8. Biological characteristics of the Japanese sardine by each migration cluster in 

J百banand B百soregions. (after HORI， 1975) 

Develop- Migration 
lBen(ogmdty h ) 

Fishing Fishing 
mental Fatness Maturity 

c1uster ground stage season 

Northward 
干16 Fat J1fI，-Sep. 

Off Kuj亘kuri
migration Kashimanada 

Immature 
Southward 

12-15 Medium Nov.-Dec. 
Off Sanriku 

migration off Shi oyasaki 

Wintering 12-15 Lean Dec.-Mar. 
Off Shioyasakiー

off Kuj百kuri

Northward* 16-19 
Fat Low May -Aug. migration 19-22 

h 

Summering 17-20 Aug.-Oct. 
Off Southern B百S百

" " off Sendai Bay 

Southward Off Southern Adult 
migration 18< Medium . ， Oct.-Dec . 

Sanriku-off Joban 

Pre-
18< Medium Dec.-Jan. Off Southern J百ban

" -off Inubosaki spawmng 

Spawning 18< Lean High Feb.-Apr. Kashimanada 
off B百s百 Peninsula

* The adul t forms occurr・ingoff eastern Hokkaido through July -October may be inclusive 

in the northward migration clllster. The migration c111ster can be identified by the fatneso 

of animals. 

成の歴史的過程との関連を考え，マイワシがいかなる

発育段階のときに，磯と浜と沖合域をどのように「生

活の拠点」としているかを考察してみた。この場合，

直接的な環境としてではなく，種の適応の結果として

大陸棚のいか寄る場所に，どのように集合しているか

を知ろうという意味である。

未成魚・北 k群は房総~常磐南部海域の水深30m以

浅の;兵沿いに集合し，南下群は三陸南部~常磐海域の

水深40~100m海区を急憶に南下回遊する。越冬群は常

磐南部~九十九里海域の水深40~100m海区に長期間停

滞して集合する (Fig.50.Table. 8)0 

成魚・索餌南-1"群は金華山南沖~常磐海域の水深70

~200m湖区に集合し，その後，産卯回遊して鹿島灘~

房総海域の水深40~10Om海IRへ南下する。索餌北上群

は房総~常磐南部海域の水深20~100m海区を北上回遊

する (Fig.50，Table.9)0なお，回遊群別の集合持性は，

Table.9のとおり要約される。

現在の大陸械の地形は，約2万年前まで存在してい

たウルム氷期以降の海面低下を反映して，日本周辺の

大陸棚には普通3つの海底段丘が存在している。第 1

面は水深 0~20mの波浪作用の限界点で，現在もその侵

蝕と堆積を受けている。岩石海岸では岩が露出し，砂

浜海岸で、は治浮から沖に向って磯・託手、.i)l;の順に細粒

化している。第 2 面は水深30~60mのところで，海

面が低下していく過程でも，上昇する過程でもこの付

近で海面が一旦停滞した時期があったために第 1面と

不連続でに小さな起状があり，岩が露出したり，磯・

砂などの粗粒底質が卓越している。第 3面は水深140m

付近の最大氷期の海面(2万年前の海岸線)であり，普

通j尼に覆われている(佐藤 1970，茂木 1975)0

マイワシ太平洋系群が主として生活している常磐沖

~鹿島灘海域の大陸棚の地形は，Fig .51に示される。大

陸棚の幅は常磐北部沖て守口回，鹿島灘で20kmと，北で

広く南で狭い末広がり状を呈している(茂木・岩洲1961，

佐藤 1970)0 第I菌の底質は，原釜~塩屋埼沖の常磐

北部海域では海蝕崖が発達しているために岩磐が露出



117 

Table 9. Some characteristics in the form of aggregations presented by each migration 

cluster of the Japanese sardine. 

Develop-- Migration 
gDrfoelupsnhth dln(g omf ) mental 

stage cluster 

Northward 
5 -30 migration 

Immature 
Southward 

40 -100 migration 

Wintering 40 -100 
100 -140 

Northward 
20司 100

migration 

Summering 40 -200 

Adult Southward 
70 -200 migration 

Pre-
40 -100 

spawmng 

Spawning 

し，その表面に砂をかぶっているところが多いが，常

磐南部沖~鹿島j難および九十九里海域では概してなだ

らかな砂浜からなっている。第 2面はいずれの海域で

も水深25~SOm に小さな起状が生1;'，等深線が複雑に

入りくみ，底質は和1く，磯と連続した様相を呈してい

る(佐藤 1970)0したがって，磯と浜とj中合域はそれぞれ

特殊な性質をもっと同時に，大陸櫛形成の歴史的過程

を通ビて，一連のつながりをもっ。また，各海底段丘

の縁辺域は複雑な地形と水塊運動を生み，生物群集の

常榛・集合・分散の拠点となっているものと考えられ

る(佐藤 1976)0

Figs. 50，51および Tables8， 9に示される結果を総

括すると，次のようになる。マイワシは発育にともな

い積極的に回遊し，それぞれ安定した「生活の拠点」を

もっている。未成魚・北上群は水~*30m 以浅の浜沿い

に生活し，未成魚の他の回遊群および成魚期群は磯か

ら沖合への延長線上の水深40~100m海区(主として，第

Z面)を生活の拠点としている(平本 1978)0奥野(1971)は

この海区を「j中の深みの岩礁」と呼び，移動性の大きい

魚やネクトン・ペントスの生活史，あるいは個体維持

に重要な係わりあいのあることを示唆している。また，

ある 1つの回遊群の集合域は比較的安定していて，質

Main Density in Migration 
concentration 
layer (m) aggregation ロlOvements

Top to bottom Thick Slow 

Middle同 layer Rapid " 20 -80 

Middle-layer Very thick Stationary 
30 -100 

Upper-layer Thick Slow 
5 -30 

Upper-layer 
" Rapid 

5 -50 

Middle-layer Very thick Slow 
30 -70 

肝世ddle-layer
Thin Rapid 

30 -70 

Deeper-layer Very thin " 

的に変化し次の回遊群ヘ移行しない限り，容易に塩産

埼や犬吠埼などの岬を越えて南北移動(回遊)をしない

側面をもっている。したがって，マイワシのような浮

魚においても，明らかな生活の拠点が存在するものと

考えられる。

7-4 要約

マイワシの発育に伴う集合様式と環境との関係，他

魚、種との関係，生活の拠点などを検討した結果，次の

ように要約される。

1 )マイワシは黒潮・親潮そのもののなかには生息

せず，沿岸水帯とその黒潮・親潮との混合域，沖合域

では黒潮と親潮の混合域に生息している。しかも，そ

の生活条件は発育段階・生活年周期別に次のように変

イヒしている。

2 )成魚・産卵群はもっとも黒潮に近い混合域に現

われる。したがって，卵分布も黒潮強流帯の内側域に

出現している。索餌北上群は黒潮系水の影響する表面

水温15~22t の沿岸域を北上回遊し，索餌南下群は表

面水温14，lS"Cの混合域を南下回遊する。産卵準備群

は表面水温14~17"Cの水帯沿いに黒潮強流帯との混合

域へ産卵回遊する。

3 )未成魚は索餌南下から越冬期に集群性が強まり，
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Fig.51. Bathymetric feature of the shelf 
region along Joban and Kashimanada 
coast. (after MOGI and IWAFUCHI， 
1961 ) 



表面水温 9~11'C の沿岸域を南下回遊して，表面水温

14， 15'Cの海域で、越冬する。

4) カタクチイワシ成魚・産卵予備群は親潮接岸分

校の影響が弱い年には常磐沖~鹿島i難に広く分布し，

漁期は長く，産卵回遊は遅い。一方，親潮接岸分校の

影響が強い年にはその分布は鹿島灘~九十九里海域へ

南偏L，漁期は短かく，産卵回遊は早い。したがって，

前者ではマイワシ未成魚・越冬群やマサパ未/ix魚・越

冬群との魚種交代は暦日の上では遅く，後者では早く

なる。

5)マサパ未成魚群(越冬群)はマイワシ未成魚群(越

冬群)，成魚群(産卵準備群)よりもさらに親潮系水寄り

の沖合域に分布し，表面水温 8~ 15'Cの海域に漁場が

形成される。

6)マイワシ未成魚・北上群は水深30m以浅の浜沿

いに分布し，未成魚、期の他の回遊群および成魚期群は

磯から沖合への延長線上の水深40~100m海区の，いわ

ゆる í~中の深みの岩礁」地帯に分布し，それぞれの海域

を「生活の拠点」としている。また，ある回遊群の集合

域は安定しており，質的変化をともなわない限り岬を

越えて南北移動を行なわない。

8 .論議一一新しい生活の仮説

生物の生活様式は永い進化の歴史のなかで生物自体

が環境に適応して獲得したものであり，かっ，種を形

成・維持発展させてきた原動力である(二コ jレスキー

1964，徳田 1957，渋谷 1960，佐藤 1965，奥野 1978)，

したがって，マイワシの生活様式を明らかにすることは，

マイワシの「生活の本質」に追まるものである。筆者は

マイワシの生活の本質を知るためには，発育段階と生

活年周期に対応して生活の質的区別を行ない，区別さ

れた等質な集団が，いつ，どこに，どのように現われ，

いかなる生活をしているかを明らかにすることによっ

て，具体的になるものと考えている。そこで，筆者は

研究の手続きとして6-1項に示したマイワシの種内構造

を段階的に具体化してきた。

また，本似f究を始めるにあたり，まずマイワシがと主物と

しての基木的属性を発育段F背と生活年周期に士、首芯して， ど

のように変化させるか，そして，既往の知見からどのよう

なことがいえるかを整理した (4-zrl'i参R句。これは本研究の

出発点となる仮説である。この知見を基に，築者はマイワ

シ太平洋系群の常磐~房総信或にわける発育と生活後式に

ついて， 1960~1977年の資料を解析して「既往￠支説の検

言正」を行ない，その結果を 5~7章に累々述べてきた。本
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章では，主としてマイワシ太平洋系群の構造および町遊経

路について考察する。

マイワシ樹固体群の系群構造は霊撞変動によって異なり，

年間漁獲量100~160万トンを示した第 2 次大戦前 (1日25~

1941年)の大豊漁期には薩南海域に主産卵場をもち， 暖

流沿いに太平洋側では九州太平洋岸から北海道沿岸，

日本海側では対馬海峡から裏日本沿岸に至る 1つの生

活集団とみなす中井(1938a， 1962 a)説，太平洋側の

集団と日本海側の集団を別の系群とする相川・小西

(1940)説，および雨宮・阿部ら(1934)や字国・岡本(1936)

の小回遊群からなる多源説などがある。それらは主と

して脊椎骨数の地方変異や漁況変動の傾向などを根拠

にしている。

また，年間漁獲量30~50万トンを示した第 2 次大戦

後 (1950~1963年)には太平洋系群，足抱系幹，九州

系群，日本海系群の 4つの系群の存在が知られている

(Fig.3参照， 6-1-1項参照)(伊東 1961，近藤・堀・平

本 1976)0さらに，本研究で対象としている房総海域周

辺のマイワシ資源について，雨宮・阿部(1933)は戦前

の資料で，安田・蓑輪(1963)は戦後の資料で，房総半

島を境として南北に分れた 2つの系群の存在を，それ

ぞれ指f高している。

筆者が本研究に従事した1962~1978年(昭和37~53

年)には，太平洋側のマイワシは年間漁獲量1万トン

以下から100万トン以上に急激な増減を示しているが

(Fig.2参照)，常磐~房総海域を主な生活領域としてい

るマイワシ太平洋系群内には 5-6項で述べたようを早

熟群(1年魚で成熟)の顕著な出現を除いては，上述の

ような急激な資源変動が起っているにもかかわらず，

同系群内の生活様式が恨本的に変化したとは考えられ

ない (6-2項参照L
福岡(1936a ，b )は1930年代の大豊漁、時代の房総産マ

イワシについて周年にわたり魚体調rJ定を実施した。そ

の結果，外海産のマイワシは主として体長12~15cmの

小・中羽イワシと体長16cm台の中羽イワシからなり，

また，内湾産のマイワシは体長16cm台の中羽イワシと

体長13cmの小中羽イワシおよび体長20~21cmの大羽イ

ワシからなり，とくに春季には産卵親魚と考えられる

大羽イワシが出現している。

したがって，その当時の来遊魚の魚体の大きさ(銘

柄)は，筆者カず1972~1977年に同海域産のもので実施し

た魚体測定結果とほとんど差異が認められない (Fig

20参照)。

中井(1938a )によれば， 1930年代の大豊漁期のマイ

ワシの脊椎骨数は 0年魚では地理的に有意差が認めら

一一「
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れるが，高年令魚になると差異がなくなることを根拠

に，その当時のマイワシが日本周辺を大回遊する「単

一系群」からなるとしている。筆者は「マイワシ個体

群内には数量変動を起こす単位集団がいくつ存在する

か?Jを基本にして系群設定をすべきであるとする立

場から，中井説を支持しない。すなわち， 1930年代の

大豊漁期と 1972年以降の豊漁期における太平洋側のマ

イワシの分布を比較すると，前者では薩南海域を主産

卵場とし，南側を主な分布域とする系群(九州系群お

よび足摺系群)が，一方，後者では東海~房総海域を

主産卵場とし，北側を主な分布域とする系群(太平洋

系群)が，それぞれの時代に他の系群に先がけて増大し

たまでで，いずれの時代にも 5~7章に述べたような生

活様式を基本としており，系群構造が年代の違いに応

じて本質的に変化したとは到底認め難いからである。

マイワシ太平洋系群は東海区から北海道太平洋側海

域まで主分布域とする大回遊型と，東海区から仙台湾

までを分布域とする小回遊型の 2つの型に区別され，

それら 2つの型を内包している。その成因は，従来資

源量水準の相違によってひき起きれると考えられてい

たが(たとえば，近藤 1964，宇佐美 1972，平本 1973)， 

5-6項および6-2-2項で考察したように，筆者はマイワ

シ太平洋系群内には栄養と発育を異にした結果，生態

的分岐が起こり，発育の遅速という 2つの生活裂が現

われたものと考えるに至った(平本 1978，1979)0

餌料用の活イワシを蓄養している千葉県館山地方の

漁業者の話によれば，マイワシ幼・未成魚には背側の

体色が黄色味を帯びている「赤ピラ」と，青!床を帯びて

いる「青ピラ」の 2つの型が存在し，前者の方が後者よ

りも活力があり，船上輸送にも適しているので，カツ

オ釣餌料として歓迎されるという。また r赤ビラ」は

東海区西部に多く r青ピラ」は関東地方以北に多く分

布しているという。筆者は「赤ピラ」は前述の早熟な小

回遊型マイワシに r青ピラ」は晩熟な大回遊型マイワ

シにそれぞれ相当するものと考えている。

マイワシ太平洋系群の各国遊群は未成魚類に 3つ，

成魚期に 5つに区別される (6-1-2b項参照Lなかでも，

成魚・越夏群は資源量の増大にともなって越冬後の索

餌北上群(1年魚)から派生して顕在化して現われた回

遊群で， 1973~ 1974年には犬吠埼沖~常磐南部海域の

深層(水深200~300m海区)に分布していたが(近藤・堀

・平本 1976) ， 1975~1976年には年ねん資源量が高くな

るにしたがって，上記海域のほか，外房沖の深層にも

分布していることが明らかになった (6-2-3a項参照L

今後，さらに資源量が増大するならば，越夏群の分布

は外房海域以西の海域にも広がる可能性があるものと

考えられる。

VROOMANらは，アメリカ太平洋岸海域に広く分布

するパシフイツク・サージン (S.四四uleα)が血清学的に

アメリカ・カリフォルニT1N沖，メキシコ・パハカリ

フォルニア沖およびカリフォルニア湾にそれぞれ分布す

る3つの系群に区別されるごとを明らかにした (VROOMAN

1964， SPRANGUE and VROOMAN 1962)0今後 1 日

本産マイワシについても， J血清学的解析方法によって

系群を識別する試みが展開されることが期待される。

マイワシは後期{子魚になって始めて口が開き，外部

から餌が摂れるようになるために，初期減耗が著しい

(本城木立・鈴木 1966，NAJ<AJand fu¥T丁ORl1962)0 

しかもCopepodanaupliusを選択的に摂餌するために，

その分布はCopepodanaupli usの分布に条件づけられ

ている(農林水産技術会議 1962)0房総海域における

Copepoda naupliusは黒潮内側域の沿岸水との混合域

に広く，かつ、多く濃縮されて分布するが，一方，親

潮系水の影響する海域にはほとんど分布していない

(Fig.31参照Lしたがって、 Fig.33-A，B，Cに示される

沿岸治いの第 1B.差水塊が形成される場合lこCopepoda

naupl iusは多く濃縮され，マイワシ仔魚、の生残り最が

多くなり、一方，親潮接岸分絞わよび第 2分校の勢力

が強く，第 1fl;差水塊が形成されない場合(Fig.33-D)， 

Copepoda naupl i usは分散し，マイワシ仔魚、の生残り

長は極端に少なくなるものと考えられる(渡部 1970， 

平本 1976，近藤・明・平本 1976)。また6-2-1b項で

論ピたように，海流葉書や海流ピンの放流による房総

~鹿島機沿岸への漂着がJ票流距離の遠近にかかわらず

1~2 か月の日数を要する事実(藤本・平野 1972， 

千葉水試 1979) はサマイワシ卯・稚仔が黒潮の伊51.

海嶺付近における擾乱域や鹿島灘における暖水舌内て守

長期間留まって成育L，聞けつ的に沿岸のシラス漁場

へ補給されることを裏付けている。

房総海域におけるマクロ・プランクトン量は年間を

通ピて主として九十九里沖の沿岸域で多く，その分布

は陸岸線に沿って平行に沿岸域に濃縮されている。出現

種類iiCalanusfinmm'chicu.sやPα?αcalanuspαTVUSな

と、のCopepodaを主体に，Diatom，Sagittaなどで占めら

れている(平本 1967)0したがって守九卜九里沿岸域は

マイワシ未成魚群(北上群，越冬宮下)の集合にきわめて

好適な餌料環境を与えている。また可通常11~12月の

常磐~房総海域の沿岸域にはCopepodaとDiatomを主

体としたプランクトンの濃需域が存在し(東海水研

1965) ，マイワシ成魚群，未成立l群の三宮御南下回遊に好
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• 

Fig. 52. Possible migrat】onroute and direction (arrow) in the Pacific sub-population of 
Japanese sardine. 
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j車な餌料環境を与えている。また 9 親潮前線が南に位

置し，黒潮強流帯の流軸が南偏するほど.常磐~鹿島

灘沿岸域のプランクトン量は増加している(東海水餅

1965)0今後，このような餌料環境をマイワシが発育段

階に応じてそれぞれどのように利用しているかを明ら

かにしなければならない。なぜなら 1食物量が穐の総生

産量を決定するのではなく，種の総量とその流通の速

度が食物の流通を規定しているからである(佐藤 1965)0

以上述べたことを要約すると，マイワシ太平洋系幹

は潮ノ岬~1東，北海道・南千島にいたる太平洋側各地

の治岸域・沖合域を主な生活領域とし，他の系群から

一部補給を受けているものの主体的に増減を繰り返し

ている生活集団である。その回遊(移動)はFig.52に示

すように，未成魚期群では小回遊型と大同遊型の 2つ

の型に区別され，その発育は前者(北上群)で早<，後

者(南下群・越冬群)で遅い(Fig.52-A)0成魚期群にな

ると，分布域はさらに拡大し，東海区から北海道・雨

千島にいたる太平洋側海域を南北移動するようになる

(Fig.52-B，C)oその生活が維持・発展している過程で

ひき起きれる適応は，資源量の増大期には「成長・発育

の遅れJ，r越夏群の顕在化J，r分布域の拡大」などの側

面に現われ，減少期には「早熟群の顕在化J，r分布域の

縮小」などの側面に現われてくる。

本研究では，マイワシの「種個体群乙系群ご魚群」

の段階で論議を進めてきたが，今後は「群れJ (通常，

漁業の直接漁獲対象となる魚の集まり)の段断まで具

体化させる道すじを示さねばならない。また，マイワ

シが永い進化の歴史過程で，いつ， どのような環境に

対応して「種」が形づくられたかを，生活様式研究を通

じて明らかにせねばならない。本研究では，マイワシ

がウルム氷河期以降の大陸棚の形成過程で，発育に応

じてどこを，どのように生活の拠点としているかを明

らかにしようとしたが，得られた結果はきわめて抽象

的である。今後は，さらにマイワシの生活の拠点の生

物学的諸側面，すなわち r生物と生物との関係」およ

び「生物と非生物との関係」の両面を段階的に明らかに

していかなければならない。

終りに，筆者はマイワシの生活研究をより具体化す

るために，つねに漁況予報という社会的実践をとおし

て r生活の仮説」の検証を進め，今後とも漁業に役立

つ研究を念頭にわいて実践的資源学を体系づけていく

べく努力していきたいと考えている。

9.総括

9-l. "イワシ太平洋系群の摂餌と栄養と

発育との関係

5章に記載したマイワシ太平洋系群の摂餌と栄養と

発育との関係は次のようにまとめられる。

マイワシの摂餌の量と質は発育段階と生活年周期ご

とに一定の規則性をもっている。たとえば，未成魚・

北上群の摂餌量は，南下群や越冬群のそれよりも多く，

したがって，発育も早い。

マイワシが産卵するためには，生殖腺が成熟し始め

る前じまず栄養状態が最高に達する過程が必須である。

E年魚以上の大羽イワシではすべての群がこのような

過程を経過し，総ビて 2~4 月に産卵する。 I 年魚(中

羽イワシ)では， 11 ~ 12月に生まれたマイワシは翌年

の春から夏に成長とともに栄養状態も最高になり(こ

の場合，脂肪量，肥満度が最高に達する時期の遅速が

産卵期の遅速に関連する)，体長も秋の終りには14~15

cmに達し，冬から春にかけて生殖腺が成熟する。 ー方，

3~5 月に生まれたマイワシはその年の年末には体長

13cm程度に成長するが，生まれた年の夏から秋には成

長が主な側面となり，栄養状態は高くない。発生後満

1 年たった翌年の 3~5 月には体長治ず15cmに達するが，

生活のサイクルは未熟のままその年の紫餌期にさしか

かり，夏に栄養を蓄える(越冬後索餌北上群，越夏群L
このような群は体長15cmに達しでも，その年には産卵

しない。

このように，マイワシ太平洋系群内部には成熟年令

の遅速という生態的分岐が認められ， したがって，生

活様式にも 2つの型がある。

9-2. "イワン太平洋系群の発育に伴う生活

様式の持徴

6章で記載した発育段階・生活年周期ごとに作成し

た未成魚期・成魚期の各国遊群の分布様式は，その段

階に悶有の特徴が示されている。

すなわち，未成魚・北上群はあまり集群せずにごく

沿岸域に広く分布し，南下群になると次第に集群性が

強くなり，三隆一常繋海域のi中合域からHJJ，苧沿いに南

へ凶遊1る。越冬群になると，さらに集群性が強くな

り，常磐南部~九十九里海域に集合する。そして，成

魚・索餌北上野になると，初め未成魚・越冬群と同ピ

海域に集合しているが，肥満度の高い群から沖合域を

北上し，三陸~北海道沖海域まで索餌回遊し，道東沖

海域で長期間停滞する。索餌南下群になると，ふたた

び索餌南下回遊して金華111南~常磐海域の沖合域に来



遊し，高密度で長期間停滞する。さらに，成熟が進む

と，産卵準備の整った群は犬吠埼j中以南へ産卵回遊す

る。この時点でふたたび分布密度はもっとも低くなる。

このような特徴が分れば，ある回遊群のなかに異質

な群が現われた場合にも，それが何であるかを区別し

て理解できる。たとえば，Fig.35-1~4の末成魚・ ~t上

群の知識から， Fig. 38-2の沿岸域に現われる体長10~

15叩の小・中羽イワシは成魚ではないことが容易に理解

できる。さらに，未成魚はある大きさに成長し，肥満

度が高くなると，それ以上は北上しないこと，また，

未成魚・越冬群は成魚(産卵準備群，産卵群)のように

急速に南へ移動し在いことも分る。この時の重要な指

標は成熟度である。

上述の特徴に基づいて，筆者は次のような予測をも

つことができる。すなわち，ある時期に，ある海域へ

来遊したマイワシの体長，肥満度，成熟係数，脂肪含

有量などが調査されていれば.その魚はいつまで，どこ

に， どのように分布して漁場が形成され，その後，い

つ頃から，どのように移動して漁場が形成されなくな

り，さらに，その次にどのような魚がいつ頃から来遊

するようになるかを，科学的根拠に基づいていえるよ

うになる。

9-3. "イワシ太平洋系群の生活諸条件

7章に記載したマイワシ太平洋系群の生活諸条件は，

次のようにまとめられる。

マイワシは思潮・親潮そのもののなかには生息せず，

沿岸水帯と両海流の混合域に生活している。その生活

条件は発育にしたがって変化する。日比魚・索自耳北 k群

は黒潮系水の影響する 15~22'C の沿岸域を北上回遊し，

索餌南 F群は14，15'Cの混合域を雨下回遊する。産卵

準備群は14~1 7"C の水帯沿いに黒潮縁辺部まで康卯回

遊する。未成魚は索餌南下から越冬期に集群性が強く

なり 9~l1'C の沿岸域を南下同遊して， 14， 15'Cの海

域で越冬する。

常磐ー房総海域に出現するマイワシ未成魚・越冬群，

成魚・産卵群，マサパ未成魚・越冬群およびカタクチ

イワシ成魚・産卵予備群の集合様式を比較すると次の

ようになる。 カタクチイワシは黒潮系水寄りの沿岸水

帯 (12~16'C)に分布し，産卵回遊は沿岸城に親潮系水

の影響が現われると急」車に始まる。次いでマイワシ成

魚が反応、L，マイワシ未成魚は幾分親潮系水寄りの水

帯に分布している。マサパ未成魚はマイワシよりも，

さらに親潮系水寄りの水帯 (8~ 14"C) に分布している。

したがって，この時期のとくに親潮接岸分校の消長が

上記 3魚種の漁況を左右している。
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マイワシ未成魚・北上群は水深30冊以浅の浜沿いに

分布し，未成魚期の他の回遊群および成魚期群は磯か

ら沖合への延長線上の水深40~100m海区の，いわゆる

ri中の深みの岩礁Jに分布し，それぞれの海域を生活の

拠点としている。また，ある回遊群の集合域は安定し

ており，質的変化をともわない限り容易に岬を越えて

南北移動(回遊)できない側面をもっている。

9-4. "イワシ太平洋系群の生活領域と凹遊経路

マイワシ太平洋系群はj朝ノ岬以東，北海道・南千島

沖にいたる太平洋側各地の沿岸域;hよび沖合域を主な

生活領域とし，他の系群からの補給を受けているもの

の主体的に増減をくり返している生活集団である。そ

のl可遊(移動)は未成魚期群では小回遊型と大回遊型の

2つの型に区別され，その発育は前者で早<，後者で

遅い。成魚期群になると，分布域はさらに拡大し，東

海区海域から北海道 南千島沖にいたる太平洋側海域

を南北移動するようになる。以上の回遊の模式図は，

Fig.52に示される。

その生活が維持・発展している過程でひき起きれる

適応は，資源量の増大期には「成長・発育の遅れj，r成

魚・越夏群の顕在イじj，r分布域の拡大」などの側面に現

われ，減少期には「早熟群の顕在化j，r分布域σ:縮ノl、」

などの側面に現われてくる。
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